




























1年生 2年生 3年生 4年生
男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
経済学部 29949 24 3 291 70 71 21






























































































































23，資本金 3．3（1．18）3．2 3．5 3．2 3．5 3．2 3．3
??
22，企業の知名度 3．2（1．20）2．9 3．5 3．1 3．3 2．9 3．2
??
18、企業の規模 3．1（1．23）2．9 3．2 2．9 3．2 3．0 2．9
??
24．企業の業績（実績） 2．9（1．13）2．8 3．0 3．0 3．0 2．8 2．9
20．企業内での縁故（コネ） 3．8q．33）3．7 4．2 3．6 3．6 3．5 4．0
?? ?〉
12．昇進の可能性 2，7（1．19）2．4 2．7 2．9 3．1 2．9 3．3
?? ?? ??
21．従業員の年齢構成比 3．6（1．23）3．5 3．8 3．6 3．5 3．4 3．8
??
15．労働組合の有無 3．3（1．27）3．3 3．6 3．1 3．4 3．2 3．3
??
13．知人や先輩の勤務の有無 3，8（1，33）3．7 4．1 3．7 3．9 3．5 4．1
?? ??
11．失業のおそれ（リストラ） 2，1（1，27）2．0 2．2 1．9 2．3 1．9 2．2
〈
10．社会的な貢献度 3．1（1．24）3．1 3．4 2．8 3．0 3．1 3．0
?? 〉
25．資格取得の可能性 3．1（1，19）3．0 3．4 2．9 3．1 2．9 2．9
??
4，企業の安定性 2，0（1．04）2．0 2．互 2．0 2．0 1．9 2．0
〈
1，企業の将来性 2，2（1．04）2．1 2．1 2．1 2．2 2．3 2．4
17．社宅・寮の有無 3。8（1．26）3．7 3．8 3．9 4．1 3．8 3．5
〈
9．福利厚生施設（保養所など） 3，2（1，20）3．3 3．2 3．0 3．1 3．3 2．9
〉
27．仕事（職業）への適性 2，1（0．97）2．1 2．1 2．3 2．1 2．0 2．1
3．能力や才能の発揮の可能性 2，3（1．04）2ド2 2．2 2．3 2．6 2．5 2．6
??
29．業種や事業内容 2．3（玉．06） 2．3 2．3 2．1 2．2 2．2 2．0
26．経営者の手腕・能力 2，6（1．12）2．5 2．6 2．5 2．7 2．7 2．9
8．技術力・企画力・開発力 2．9（1．15）2．7 2．8 2．8 3．1 3．1 3，i
16，仕事内容 豆，8（0．96） L91．9 1．9 2．1 工．8 1．6
30．勤務時間 2．3（1．16）2．4 2．6 2．1 2．2 2．1 2．0
〉 ??
19．残業の多さ 2，9（1．24）2．9 3．1 2．8 2．6 2．7 2．9
〈 ??
2．休日・休暇の多さ 2，2（1．02）2．2 2．4 2．3 2．1 2．1 1．8
?? 〉 ??
28．転勤の可能性 2．8（1．31）2．7 3．0 2．6 2．6 2．8 2．9
〈 〉
14．給料 2，1（1．04）玉．9 2．3 2．1 2．2 1．8 2．1
?? 〈
7．通勤の便利さ 2，3（1．07）2．2 2．4 2．4 2．1 2．1 2．2
〉
5．男女格差の可能性 3。4（1．37）3．7 4．0 2．6 2．8 2．7 2．6
?? ?? ?〉
6．海外出張の可能性 3，5（1．48）3．3 3．7 2．9 3．6 3．3 3．5
?? ??













































因　子　寄　与 2，381 2，3542，172 累積








































15．就職への意欲・熱意 1，7（0．95）1．8 1．8 1．8 1．5 L51．6
??
13，性格 2．2（1，07）2．4 2．3 2．2 1．9 2．1 2．0
〉 ??
14，能力・才能 1．8（0．94）1．7 2．0 1．9 1．8 1．6 1．8
??
11．面接時の印象 1，6（0．87）1．8 1．7 1．7 1．5 正．5 1．5
〉
12．体力 2．8（LO8）2．9 3．0 2．9 2．5 2．5 2．7
〉 ?〉
正0，入社（採用）試験の成績 2．正（0，99） 2．0 2．3 2．5 2．2 1．9 2．0
?? ??
5。大学でのクラブ・部活動 3，1（1．15）3．1 3．3 3．3 2．9 2．8 2．9
? ??
2，卒業学部（短大は卒業学科） 2，8（1，04）2．8 3．0 2．9 3．1 2．4 2．6
〈
3，卒業学科（短大は卒業専攻） 2．9（1，07）2．9 3．1 3．0 3．2 2．5 2．7
??
1．卒業大学 2．2（1．04）2．1 2．4 2．4 2．5 2．0 2．3
?? ?
4、大学での学業成績 2，5（正．16） 2．4 2．9 2．5 3．0 1．9 2．3
?? 〈 〈
16．同じ大学卒業者の採用実績 3．0（玉，12） 2．9 3．2 2．8 3．2 2．7 3．1
?? 〈
6，家族構成 4．0（1，11）4．1 4．1 4．0 3．9 3．8 3．6
7，親の職業 3．9（1．2D3．9 4．0 3．9 3．8 3．6 3．6
8．出身地 4，2（1，20）4．4 4．3 4．2 3．8 4．0 3．8
〉?
9，縁故（コネ） 2．9（i。32）2．9 2．9 3．歪 2．8 2．9 3．1
ホテリングのT2乗検定 ＊＊ ? ＊＊
平均の検定結果：上段の群の方が有意に平均が小さい（＜＜：p＜0。01，〈：p〈0．05）
　　　　　　　上段の群の方が有意に平均が大きい（＞＞：p〈0．Ol，〉：p〈G．05）
年生では，『個人』因子の5項目と，「8。出身地」を女子の方が重視されていると思っている。
5通りの組み合わせのうち，『家族』因子に有意差が認められたのは，この1箇所についてのみ
であったが，自宅通勤が可能か否かが，女子にとっては未だに重視されていると思っている現れ
であろう。
94
4．　ま　とめ
　以上のように，集計・検定・分析を試みた結果，次のような点が明らかになった。
①有意差のある項目が多かったのは，経済男子の学年間と，経済3・4年生の男女間であった。
②男子の方が，女子より，学年間の意識の変化が顕著である。
③短大生は，四大生に比べ，採用基準の認識について全項目にわたって重要と考える傾向がある。
　今回の調査では，短大生の採用基準の認識に，学年差はほとんど認められなかった。しかし，
短大1年生は，『個人』因子のほかに，学業成績も重要と考えているようである。実質1年間の
勉学の成果をよりどころに就職活動をしなければならないのであるから，1年次の過ごし方，さ
かのぼって入学時の目的意識によって，かなりの差が開いてしまうと思われる。
　企業が一般職を採用するより派遣社員の方を選択する傾向が，ますます顕著になっていく状況
では，就職活動にも意識改革が必要になるであろう。今回調査した学生全体の87％がアルバイト
の経験を持っているが，それとは異質の，就職することの意味を，はっきり認識させることが重
要である。
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